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   ＜あらまし＞  筆者らはこれまでに自己主導的学習を支援する目的で，課題分析図から学習項目の

選択ができる e ラーニングシステムの開発を行ってきた．本研究では，課題分析図情報の共有化のた

め，エクスポート用のフォーマットを検討した．その結果，現時点では内部データの構造に沿った独

自のエクスポートフォーマットが効率的だと考えられる． 
 
   ＜キーワード＞ LMS，Moodle，課題分析図共有，インストラクショナルデザイン，自己主導学習 
 
１．はじめに 

筆者らは，学習者による自己主導学習

（self-directed learning）を支援する視点に立

ち，構造化はするが，系列化は学習者にゆだねる

こととし，課題分析図に基づく学習者用 UI（図
1）（高橋ら 2008a）と，課題分析図を作成する
オーサリングツール（図 2）（高橋ら 2008b）を
開発した．本ツールは，代表的な学習管理システ

ム（LMS）の 1つであるMoodleで動作する．ま
ずは教授者がオーサリングツールを用いて，既存

のMoodleコース内に配置される複数の学習項目
間の関連性を描画する．学習者用 UIには教授者
が作成した課題分析図と，進捗状況が色分け表示

され，学習項目をクリックすることで該当する学

習コンテンツが表示される．学習者は学習構造と

進捗状況を見ながら，自律的に学習内容を選択す

ることができる． 
 

図 1 課題分析図ユーザーインターフェース 

図 2 課題分析図作成オーサリングツール 
 
教員と専門家によるオーサリングツールの形

成的評価の結果，教授者の課題分析図作成の負荷

軽減のため，作成した課題分析図を教員間で共有

することの必要性が示唆された．現在のところ，

課題分析図のデータはMoodleのデータベースに
保存しているが，これを XMLファイルなどの形
でエクスポートできるようにすることで，流通性

が高まると考えられる．そこで本研究では，課題

分析図の共有化のためのエクスポート用のフォ

ーマットを検討した． 
 
２．課題分析図 

課題分析図とは，最終的な学習目標と下位目標

の関連性を明らかにした図で，学習課題の種類に

よって図が異なる．課題分析図 UIでは，学習課
題として知的技能を扱うので，図は階層構造とな

る．ただし単純なツリー構造ではなく，上位階層

で分岐しても下位階層で結合することがある．こ

の点を踏まえ，標準規格で記述可能か検討した．
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３．標準規格 

LMS において，学習項目の構造を定義し，提
示順の制御などを行う機能は，シーケンシングや

ナビゲーションと呼ばれている．規格として，

SCORM2004や IMS Learning Design（以下，
LD）がある． 
３．１．SCORM2004 

SCORM2004 は主に学習コンテンツを構成す
る資源（HTML ファイル，画像ファイル，動画
ファイル等）の情報を記述するもので，異なる

LMS 間での相互運用性を高めることを目指して
いる．学習コンテンツの意味のあるひとかたまり

を“アクティビティ”と呼び，アクティビティ間

の構造をアクティビティツリーで表現する．アク

ティビティツリーは原則として単純なツリー構

造であり，課題分析図をアクティビティツリーで

記述することは難しいと考えられる． 
SCORM2004 は，シーケンシングモデルとし

て IMS Simple Sequencing（以下，SS）規格を
採用している（日本イーラーニングコンソシアム 
2004）．アクティビティとは別に“学習目標”を
定義できる．学習目標は，1つのアクティビティ
に 1つ以上の固有の“ローカル学習目標”と，複
数のアクティビティで共有する“グローバル学習

目標”がある．そしてアクティビティツリーとは

別に，ローカル学習目標進捗情報と共有グローバ

ル学習目標との出入りのマッピングを定義する

“学習目標マップ”を作成できる．ただし，学習

目標マップの記述にあたっては「ローカル学習目

標は一つの共有グローバル学習目標だけから読

み取ることが可能である」「複数のローカル学習

目標が同一の共有グローバル学習目標に情報を

書き込むことはできない」といった制約があるた

め，課題分析図情報の記述は複雑になると考えら

れる． 
３．２．IMS Learning Design 

IMS LD規格は，学習活動の種類や学習方法の
記述を中心とした規格である．特に複数の学習者

による協調学習を想定し，効果的な協調学習活動

の相互運用を目指している（IMS 2003）．多くの
学習者を想定しているので，学習者ごとに異なる

学習活動を提示するといった柔軟なシーケンシ

ングも実現できるとしている．LDは Level A，B，
Cの 3つのパートに分かれている．Level Aでは，
単純なシーケンシング定義にとどめ，条件分岐な

どの詳細な制御は Level B で定義する．なお，
LDの Level Aを採用した協調学習コンテンツ開
発ツールとして LAMS（2009）がある． 
課題分析図UIは学習者による自己主導学習を

支援する立場をとるため，構造は提示するが，学

習順序の制御は行わない．よって，Level Bほど
の細かい制御は必要ない．また，Level Aでは学
習構造を原則として入れ子構造で記述するため，

課題分析図が単純なツリー構造でない場合，表現

するのに適さない． 
 
４．おわりに 

本研究では，課題分析図情報の共有化のための

フォーマットとして，SCORM2004 と IMS LD
を比較検討した． 
結論として，課題分析図を標準規格で記述する

のは困難であり，現時点では連携可能な外部ツー

ルや外部システムはないので，内部データの構造

に沿った独自のエクスポートフォーマットとす

るのが効率がよい．必要に応じて，他フォーマッ

トへの変換エンジンを実装すれば外部ツールとの

連携も可能となる． 
今後，課題分析図オーサリングツールに，課題

分析図情報の独自フォーマットによるXMLファ
イルの出力機能を実装し，共有化を可能としたい． 
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